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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ 東久留⽶の「駅ガモファミリー」

毎年５⽉下旬になると⻄⼝ロータリーにやってくる カルガモの親⼦たち。

名付けて「駅ガモファミリー」。

⽣まれたばかりのカルガモの⾚ちゃん、かわいらしいこと。

⼀⽣懸命泳ぐあの愛らしい姿は、市⺠みなさんの⼼を和ませてくれるアイドル的な存在ですよね。

今年は５⽉２２⽇、卵から１２⽻のカルガモの⾚ちゃん

たちが誕⽣しました。

ふ化した場所は⻄⼝駅前ロータリーの⻄側の笹藪の中

です。

ところで、東久留⽶の「駅ガモファミリー」たち、およそ２カ

⽉滞在すると、ちゃんと元気に成⻑し、また、⾶べるように

なって巣⽴っているのでしょうか？

私の親しい友⼈が、数年前より駅ガモのことを気にかけて

調べていましたところ、実は、⾚ちゃん全員が⼤きくなれ

ず、空を⾶ぶこともなく天国に⾏ってしまっているそうなの

です・・・・

「えええ〜っ、そんなぁ（><）！！」・・・と思ってしまいま

したが、これは事実なのです。

通常、落合川などの野⽣のカモが⼗分な⾷べ物と適正

な⽔で育った場合、⽣まれて１か⽉でおかあさんガモと同

じ⼤きさになると⾔われていますが、東久留⽶の「駅ガモ

ファミリー」の場合、去年の場合だと、ふ化して⼀カ⽉後、

まだ⼦ども達は、ひな⿃のように⼩さいままだったそうで

す。

（写真：６⽉２⽇、ふ化後１１⽇）

原因は、近くにえさになる⾷べ物がないことと、⽔が⾃然

の状態でないこと。

残念ながら⻄⼝ロータリーの池って、⾚ちゃんカモたちが⼀

⼈前に成⻑するのに適した環境ではないのだそうです。

左の写真は、今年の６⽉１３⽇、ふ化後２２⽇が経

過している写真ですが、やっぱりまだ⾚ちゃんの⼤きさで

す。

（写真は６⽉１３⽇、ふ化後２２⽇⽬）

今年の場合は、１２⽻⽣まれた⾚ちゃんたちは５⽉下

旬には事故もあって８⽻になり、６⽉２３⽇には８⽻の

⾚ちゃんはみんな死んでしまったとのこと。バードウォッチン

グの会からの活動報告にもその旨掲載されていましたね。

友⼈の調べによれば、都⼼でこのように繁殖していくカル

ガモの例は年々増えているのだそう。

（写真は6⽉21⽇ ⽣後1カ⽉、体はまだまだ雛のよ

う）

わたしたちは、ひとときでも私たちの⼼を和ませてくれた「駅

ガモファミリー」に対して、何を、どうしてあげたらいいのでし

ょうか・・・？

それは、永遠の課題であるかもしれませんね・・・

（写真は6⽉21⽇、死んでしまう前々⽇。⼦ガモたちは

ちょっと元気がなかった・・・）

環境問題、⿃の専⾨家の意⾒などなど様々なことが絡

んでいるので、すぐには結論が出ないことだと思いますが、

⾃然と⼈間の共存でうまくいっている例は、1984年より

皇居のお堀への引越しで有名な⼤⼿町三井物産ビルの

カルガモファミリー。

カルガモのお世話様係「カルガモレディ」という⽅がいらし

て、えさの⼿配、外部からの問い合わせ、カルガモブログ、

写真の整理などにあたっているとのことです。

☆『三井物産株式会社＞カルガモ⽇記』を参考にしまし

た。
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